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1
、菅
政
権
の
1
丁
目
1
番
地

　

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
全
員
に
配
る
特
別
定

額
給
付
金
が
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
支
給

に
大
変
な
手
間
が
か
か
り
、
支
給
も
数
カ

月
遅
れ
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
。
円
滑
に
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
は

さ
ま
ざ
ま
だ
。
本
人
の
受
取
口
座
の
確
認

に
手
間
取
っ
た
こ
と
（
住
民
基
本
台
帳
は

漢
字
、
口
座
は
カ
タ
カ
ナ
）
や
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
電
子
申
請
は
機

能
し
た
の
だ
が
、
申
請
デ
ー
タ
を
住
民
基

本
台
帳
の
デ
ー
タ
と
照
合
す
る
シ
ス
テ
ム

が
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
給
付
金
の
事
務
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
利
用
事
務
に
該
当
し
な
か
っ
た
の
で
、

そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
活
用
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
原
因
と
言
え
よ
う
。

　

そ
の
反
省
か
ら
内
閣
官
房
に
菅
官
房
長

官
（
当
時
）
を
事
実
上
の
ヘ
ッ
ド
と
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
W
G
が
立
ち
上
が
っ
た
。

毎
月
1
回
の
議
論
に
は
菅
官
房
長
官
も
参

加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

は
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
の
基
礎
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
な
の
で
、
こ
こ
が
し
っ
か
り
構

築
さ
れ
な
い
と
、
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト

は
絵
に
描
い
た
餅
に
な
る
と
い
う
の
が
共

通
の
認
識
で
あ
っ
た
。

2
、3
つ
の
イ
ン
フ
ラ

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
2
0
1
6
年
に

導
入
さ
れ
た
が
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
懸
念
へ
の
対
応
を
優
先
し
た
設
計
に
な

り
、
活
用
範
囲
が
税
と
社
会
保
障
、
災
害

の
3
分
野
に
限
定
さ
れ
た
。
ま
た
シ
ス
テ

ム
も
、
使
い
勝
手
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

を
重
視
し
、
政
府
が
一
元
管
理
す
る
方
式

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
官
庁
が
デ

ー
タ
を
保
有
し
、
必
要
に
応
じ
て
呼
び
出

し
て
突
合
す
る
分
散
管
理
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
税
務
情
報
と
社
会
保
障
情
報
、

さ
ら
に
は
同
じ
社
会
保
障
で
も
年
金
、
生

活
保
護
、
児
童
手
当
な
ど
の
異
な
る
部
署

間
で
の
情
報
連
携
は
進
ま
ず
、
国
民
に
利

便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
や
提
供
を

す
る
こ
と
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

デ
ジ
タ
ル
政
府
の
カ
ギ
握
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

国
と
つ
な
が
る
安
心
感
醸
成
で
き
る
か

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

森
信
茂
樹

解 説

　
本
年
9
月
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
の
構
築
は
菅
義
偉
政
権
の
一
丁
目
一
番
地
の

政
策
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
は
十
分
に
機
能
が
発

揮
で
き
ず
、
そ
の
反
省
に
立
っ
て
抜
本
的
な
改
革
に
向
け
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
昨
年
末
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
今
後
の
進
め
方
を
記
し
た
「
報
告
書
」
と
「
工
程
表
」
が
公
表
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
筆
者
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
及
び
国
と
地
方
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
抜
本
改
善
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」（
以
下
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
W
G
）
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
報
告
書
や
工
程
表
の
策
定
に
関
わ
っ
た
の
で
、
改
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
議
論
の
現
状
と
今
後
の
課
題
を

探
っ
て
み
た
い
。

も
り
の
ぶ・し
げ
き　
京
大
法
卒
。73

年
大
蔵
省（
現
財
務
省
）入
省
、主
税

局
総
務
課
長
、財
務
省
財
務
総
合
政

策
研
究
所
長
な
ど
を
経
て
18
年
か
ら

現
職
。著
作
に「
税
で
日
本
は
よ
み
が

え
る
」（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）、

「
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
税
」（
同
）、「
日
本

の
税
制　

何
が
問
題
か
」（
岩
波
書

店
）な
ど
。
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の
反
省
が
、
後
述
す
る
デ
ジ
タ
ル
庁
の
創

設
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
前
提
と
な
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

と
い
う
三
つ
の
イ
ン
フ
ラ
か
ら
成
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
税
と
社
会
保
障
、
災
害

分
野
に
限
定
さ
れ
、
公
平
・
公
正
な
課
税

や
効
果
的
・
効
率
的
な
社
会
保
障
の
た
め

に
活
用
さ
れ
る
。
利
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、

パ
ス
ポ
ー
ト
や
戸
籍
な
ど
へ
の
拡
大
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
法
律
を
改

正
す
る
必
要
が
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

本
質
は
、
番
号
に
よ
り
国
民
一
人
一
人
を

正
確
に
識
別
す
る
ツ
ー
ル
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　

次
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
お
け
る
本
人
確
認
の
手
段
と
い

う
機
能
を
持
つ
。
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
た

I
C
チ
ッ
プ
に
よ
り
、
公
的
個
人
認
証
用

の
符
号
を
用
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
電
子
的
な

活
用
が
可
能
と
な
る
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

基
盤
と
な
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
」
で
あ
る
。

　

国
民
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
う
こ
と
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
こ
と

と
い
う
誤
解
が
あ
る
。
確
か
に
カ
ー
ド
に

は
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
よ

う
な
誤
解
を
受
け
や
す
い
が
、
番
号
そ
の

も
の
を
使
う
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
よ
う
に
3
分
野
に
限
定

さ
れ
た
活
用
と
い
う
制
限
を
受
け
ず
、
民

間
の
知
恵
と
工
夫
に
よ
り
そ
の
活
用
範
囲

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、
最
も
活
用
が
期
待
さ
れ
る
の

が
、
国
民
一
人
一
人
に
設
け
ら
れ
政
府
が

運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
」
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
リ
ー
ダ
ー
に
読
み
込
ま
せ
て
、
パ
ス
ワ

ー
ド
を
入
力
し
て
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

自
ら
の
特
定
個
人
情
報
の
確
認
や
、
子
育

て
サ
ー
ビ
ス
の
検
索
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
機
能
な
ど
を
持
つ
。
e
─
T
a
x
、「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
な
ど
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
民
間
送
達
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
通
じ
て
民
間
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と

A
P
I
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
連
携

を
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
取

得
や
提
出
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
容
易
か
つ
確

実
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。「
民
間
」「
国

民
」「
政
府
」
の
三
者
が
効
率
よ
く
つ
な

が
る
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

3
、申
告
の
利
便
性
向
上

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
は
他
の
先
進
国
に
も

見
ら
れ
な
い
わ
が
国
独
自
の
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
お
い
て
民
間
、
国
民
、
政
府
を
つ
な
げ

る
「
情
報
ハ
ブ
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
用
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
国
民
に
政
府
と
の
「
つ
な
が
っ
て

る
感
」
を
醸
成
さ
せ
る
。
こ
れ

か
ら
述
べ
る
デ
ジ
タ
ル
時
代
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築

に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果

た
す
イ
ン
フ
ラ
だ
。

　

既
に
始
ま
っ
て
い
る
活
用
法

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

お
け
る
自
動
入
力
で
あ
る
。
20

年
10
月
以
降
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
手
続
き
に
必
要
な
添
付

書
類
の
デ
ー
タ
を
一
括
取
得
し
、

e
─
T
a
x
に
つ
な
げ
る
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

会
社
の
行
う
年
末
調
整
に
つ

い
て
、
生
命
保
険
料
控
除
に
必

要
な
デ
ー
タ
を
個
人（
従
業
員
）

が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
で
入

手
し
、
会
社
に
提
出
す
る
仕
組

み
は
今
回
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

個
人
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

も
、
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
申
告

に
必
要
な
所
得
控
除
関
連
の
資

料
を
簡
単
に
入
手
し
、
そ
の
情

報
デ
ー
タ
を
直
接
e
─
T
a
x

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

生
命
保
険
料
控
除
は
今
回
か
ら

で
、
今
後
、
損
害
保
険
料
控
除
、
住
宅
ロ

ー
ン
残
高
証
明
書
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
、

（注）以下の５分野へマイナンバー利用範囲の拡大等を検討。①戸籍事務②旅券事務③預貯金付番④医療・介護・健
康情報の管理・連携⑤自動車登録事務

（出所）マイナンバー等分科会中間とりまとめ（2014年5月20日）を筆者が加工

〈図表〉番号制度（マイナンバー制度）による3つの新たな社会インフラ
番号（マイナンバー・法人番号）

名寄せ・突合による
情報の正確で迅速な確認

マイナンバーカード
誰もが取得できる

実社会・オンラインの
本人確認手段

マイナポータル
暮らしに係る利便性の高い官民
オンラインサービスの提供

● 行政における個人番号を利用した業務・システム見直し
● 行政が保有する法人に係る公開情報への法人番号の付与の徹底
● 法人番号を利用した法人ポータルの構築
● 暮らしに係る公的サービスに係るカード類（健康保険証、印鑑登録カード等）
や、証明書類（国家資格等の資格の証明書、国家公務員身分証明書等）等の、
個人番号カードへの一元化／一体化

● コンビニ交付等、個人番号カードを利用した利便性の高いサービスの拡大
● 官民のさまざまな本人確認を要する手続きでの利用に向けた調整・周知
● オンライン本人確認手段である公的個人認証サービスの行政・民間利用の
拡大　等

● 利用者に係る特定個人情報や医療・介護・健康等に係る自己情報の閲覧
● 利用者の利益になる情報を提供するプッシュ型サービス
● 引越しや死亡等のライフイベントに係るワンストップサービス
● サービスに必要な情報をデータで入手・利用できる仕組み
● シームレスなサービス利用に向けた本人確認に係る官民連携基盤
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小
規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控
除
証
明
書

（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
〈
i
D
e
C
o
〉

等
）、
寄
付
金
控
除
証
明
書
、
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
な
ど
も
順
次
始
ま
る
。

　

医
療
費
控
除
の
デ
ー
タ
連
携
は
17
年
度

確
定
申
告
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
21
年

9
月
診
察
分
の
医
療
費
か
ら
は
、
領
収
書

に
代
え
て
本
人
負
担
額
を
証
明
で
き
る
医

療
費
通
知
証
明
デ
ー
タ
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
連
携
が
実
現
す
る
予
定
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
、
欧
州
諸
国
で

広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
「
記
入
済
み
申
告

制
度
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
だ
。
欧
州

諸
国
で
は
、
税
務
当
局
が
、
給
与
収
入
や

年
金
金
額
、
源
泉
徴
収
額
な
ど
を
あ
ら
か

じ
め
申
告
書
に
記
入
し
て
納
税
者
に
送
付

し
、
納
税
者
は
そ
の
内
容
を
確
認
、
必
要

に
応
じ
修
正
し
て
税
務
申
告
が
終
了
す
る

と
い
う
便
利
な
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
で
は
こ
れ
を
、
e
─
T
a
x
で
の

申
告
の
際
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
で
受
け

取
れ
る
よ
う
に
し
て
可
能
に
し
た
。「
日

本
型
記
入
済
み
申
告
制
度
」
と
言
え
よ
う
。

4
、セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
発
達
に
伴
い
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
単
発
の
契
約
に

よ
り
労
務
を
提
供
す
る
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
が

増
え
、「
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
が
形
成
さ

れ
た
。
ま
た
、
安
倍
内
閣
の
「
働
き
方
改

革
」
に
よ
り
副
業
・
兼
業
が
推
奨
さ
れ
、

本
業
以
外
に
所
得
を
得
る
機
会
も
増
え
た
。

所
得
よ
り
自
由
時
間
を
優
先
す
る
若
者
の

増
加
、
さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
が
増
加
し
、
ギ
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
は

今
後
も
拡
大
し
て
い
く
。

　

こ
の
新
た
な
状
況
に
、
既
存
の
税
制
や

社
会
保
障
制
度
は
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
起
こ
し

て
お
り
、
税
負
担
の
公
平
性
の
問
題
や
、

社
会
保
障
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
人
を
生
じ

さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
欧
米
で
は
、

番
号
を
活
用
し
て
税
と
社
会
保
障
を
一
体

的
に
捉
え
、
中
低
所
得
者
に
限
定
し
て
給

付
を
行
う
と
い
う
制
度
（
給
付
付
き
税
額

控
除
）
が
導
入
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
に
は
、
欧
米
の
よ
う
な
番
号
を

活
用
し
て
所
得
情
報
を
給
付
に
つ
な
げ
、

勤
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
動
機
付
け
）
を

高
め
る
よ
う
な
制
度
、
仕
組
み
が
構
築
さ

れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
報
告
書
で
は
こ
の
点

に
つ
い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
使
い
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
個
人
の
所
得

と
社
会
保
障
の
情
報
を
連
携
さ
せ
、
デ
ジ

タ
ル
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
構
築
に
向
け
て
検
討
す
る
と
し

て
い
る
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ハ
ブ
と
し

て
、
正
確
な
税
務
情
報
（
所
得
情
報
）
に

基
づ
い
た
適
切
な
社
会
保
障
を
、
ギ
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
正

確
な
所
得
情
報
を
入
手
す
る
必
要
が
あ
り
、

彼
ら
の
仕
事
を
仲
介
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
マ
ー
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
情
報
連

携
さ
せ
れ
ば
効
率
的
な
対
応
が
可
能
に
な

る
。
飲
食
宅
配
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
「
ウ
ー

バ
ー
イ
ー
ツ
」
を
例
に
と
れ
ば
、
配
達
員

は
自
ら
の
収
入
情
報
を
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
経
由
で
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
（
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
マ
ー
）
か
ら
入
手
で
き
る
仕
組
み

の
構
築
で
あ
る
。
配
達
員
は
そ
の
情
報
を

e
─
T
a
x
に
つ
な
げ
て
簡
単
に
納
税
申

告
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
自
ら
の

収
入
・
所
得
の
証
明
に
も
な
る
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
足
元
の
所
得
（
収

入
や
支
出
）
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
、
英
国
な
ど
が
導
入
し
て
い
る
リ
ア
ル

タ
イ
ム
申
告
制
度
、
つ
ま
り
給
与
所
得
者

な
ら
毎
月
、
個
人
事
業
者
な
ら
4
半
期
ご

と
に
収
入
・
所
得
が
税
務
当
局
に
報
告
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
も
必
要
だ
。

　

収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
」（
最
低
限
所
得

保
障
制
度
）
の
よ
う
に
一
定
の
給
付
を
恒

久
化
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
論
者
が
い
る

が
、
困
窮
し
て
い
な
い
高
所
得
者
に
も
一

律
支
給
す
る
制
度
は
財
源
の
無
駄
遣
い
だ
。

ま
た
、
給
付
し
て
事
後
的
に
申
告
で
取
り

戻
す
と
い
う
考
え
方
も
、
納
税
者
の
8
割

強
が
10
%
以
下
の
適
用
税
率
と
な
っ
て
い

る
わ
が
国
の
所
得
税
体
系
の
下
で
は
空
想

的
だ
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
の
活
用
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
そ
の
も

の
を
使
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
直
接
的
な
規
制
は
か
か
ら
ず
、

民
間
の
知
恵
や
工
夫
が
生
か
せ
る
分
野
だ
。

新
規
事
業
や
雇
用
の
創
出
な
ど
、
経
済
の

新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

5
、最
大
の
課
題
は
預
貯
金
口
座
付
番

　

も
う
一
つ
重
要
な
課
題
は
、
預
貯
金
口

座
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
付
番
だ
。
こ
の

問
題
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
目
的
で

あ
る
、
公
平
な
課
税
と
効
果
的
・
効
率
的

な
社
会
保
障
給
付
、
さ
ら
に
は
、
負
担
能

力
に
応
じ
た
社
会
保
障
負
担
の
構
築
を
実

施
し
て
い
く
上
で
の
、
基
礎
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
特
別
定
額
給
付
金
の
受
け
取
り



7 2021.2.22［月］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

遅
延
の
主
要
原
因
の
一
つ
は
、
給
付
金
の

受
取
口
座
と
の
連
携
に
時
間
が
か
か
っ
た

こ
と
で
、
こ
れ
へ
の
対
応
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
保
障
給
付
の
迅
速
な
受
け
取

り
の
た
め
に
、
公
金
受
取
口
座
の
国
へ
の

登
録
制
度
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
W
G
で
は
、

も
っ
と
広
範
に
預
貯
金
口
座
へ
付
番
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が

行
わ
れ
、
預
金
者
の
同
意
を
前
提
に
、
預

金
保
険
機
構
を
活
用
し
て
、
広
く
既
存
の

口
座
に
も
付
番
し
て
い
く
こ
と
が
明
記
さ

れ
た
。
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
先
行
さ

せ
つ
つ
、
預
貯
金
口
座
全
般
へ
の
付
番
も

一
体
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

諸
外
国
で
は
国
民
に
口
座
付
番
を
義
務

付
け
て
い
る
（
預
貯
金
者
に
告
知
義
務
を

課
す
）
の
だ
が
、
わ
が
国
で
は
国
民
世
論

を
勘
案
し
て
、
国
民
の
「
同
意
」
を
前
提

に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
で
付
番
に
つ
い
て
の
「
同
意
」
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

に
よ
る
同
意
も
可
能
に
な
る
）
の
だ
が
、

そ
の
際
預
貯
金
者
に
対
し
て
、
口
座
付
番

の
メ
リ
ッ
ト
や
必
要
性
、
さ
ら
に
は
付
番

へ
の
懸
念
に
対
す
る
説
明
を
き
ち
ん
と
行

う
必
要
が
あ
る
。

　

国
民
に
は
、
口
座
付
番
に
よ
り
国
民
の

資
産
が
国
に
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
る
と
い
う

懸
念
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
口
座
に
付

番
し
た
か
ら
と
い
っ
て
国
が
国
民
の
口
座

を
勝
手
に
見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
国

が
国
民
の
預
金
を
照
会
で
き
る
の
は
、
税

務
調
査
や
生
活
保
護
の
資
力
調
査
な
ど
、

法
律
に
基
づ
き
、
そ
の
範
囲
で
の
み
可
能

で
あ
る
。
こ
の
現
状
は
、
付
番
に
よ
り
何

ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
窓
口
で
は
そ

の
よ
う
な
説
明
を
し
て
国
民
の
誤
解
を
解

く
必
要
が
あ
る
。

　

他
方
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
も
紙
で
行

わ
れ
て
い
る
口
座
照
会
が
効
率
的
に
な
っ

た
り
、
預
金
者
の
基
本
4
情
報
の
更
新
が

可
能
に
な
り
、
住
所
変
更
な
ど
の
コ
ス
ト

軽
減
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
。

　

諸
外
国
並
み
に
全
口
座
に
付
番
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
の
で
、
付
番
が
進
ま
な
け

れ
ば
、
米
国
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
源
泉

徴
収
税
率
を
高
く
す
る
と
い
う
措
置
（
裏

打
ち
源
泉
徴
収
制
度
）
な
ど
の
検
討
の
余

地
が
あ
ろ
う
。

　

預
貯
金
口
座
へ
の
付
番
問
題
は
、
今
通

常
国
会
に
政
府
提
出
法
案
と
し
て
上
程
さ

れ
る
予
定
だ
が
、
順
調
に
国
会
審
議
が
進

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

筆
者
が
口
座
付
番
を
重
要
だ
と
考
え
る

理
由
は
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
が

国
に
必
要
な
政
策
で
あ
る
社
会
保
障
の
効

率
化
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。「
医
療
保
険
、

介
護
保
険
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活

用
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
金
融
資
産
等
の

保
有
状
況
を
考
慮
に
入
れ
た
負
担
を
求
め

る
仕
組
み
に
つ
い
て
…
検
討
す
る
」
こ
と

は
既
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
進し

ん
ち
ょ
く陟

は
し
て
い
な
い
。
口
座
付
番
が
進
め
ば
、

社
会
保
障
給
付
や
負
担
を
、
フ
ロ
ー
の
所

得
だ
け
で
な
く
ス
ト
ッ
ク
の
預
貯
金
を
勘

案
す
る
制
度
に
改
め
る
こ
と
が
で
き
、
社

会
保
障
の
効
率
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

6
、デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設

　

9
月
1
日
を
め
ど
に
デ
ジ
タ
ル
庁
が
設

立
さ
れ
る
予
定
だ
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形

成
に
関
す
る
司
令
塔
と
し
て
、
強
力
な
総

合
調
整
機
能
（
勧
告
権
等
）
を
有
す
る
組

織
と
し
、
基
本
方
針
の
企
画
立
案
や
、
国
、

地
方
公
共
団
体
等
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統

括
・
監
理
、
重
要
な
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

通
じ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
抜
本
的
に
向
上

さ
せ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
あ
く

ま
で
「
基
盤
の
整
備
」
で
あ
っ
て
、
真
に

必
要
な
こ
と
は
、
形
成
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル

基
盤
を
活
用
し
て
「
国
民
目
線
に
立
っ
た

ど
の
よ
う
な
行
政
、
政
策
を
行
う
か
」
と

い
う
点
だ
と
考
え
る
。

　

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
今
後
必
要
と
な

る
さ
ま
ざ
ま
な
給
付
制
度
に
つ
い
て
、
デ

ジ
タ
ル
庁
が
制
度
設
計
段
階
か
ら
関
与
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

を
活
用
し
て
給
付
の
必
要
な
者
を
見
つ
け

出
し
、
迅
速
な
給
付
に
つ
な
げ
る
制
度
の

設
計
は
デ
ジ
タ
ル
庁
し
か
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
活
用
範
囲
を
広
げ
る
政
策
を
所

管
官
庁
に
促
す
こ
と
も
「
勧
告
権
等
」
に

含
ま
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

も
う
一
つ
W
G
に
参
加
し
た
経
験
か
ら

言
え
る
こ
と
が
あ
る
。
議
論
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
は
、「
技
術
屋
」（
シ
ス
テ
ム
専

門
家
）
と
「
政
策
屋
」（
法
律
専
門
家
）

の
連
携
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
技
術

屋
と
政
策
屋
が
一
体
と
な
っ
て
、
国
民
目

線
で
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
の
医
系
技
官
の
よ
う
な
妙
な
縄
張

り
意
識
を
排
除
し
た
官
庁
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
「
手
段
」
で
あ
り
、
重
要
な
こ
と
は
国

民
目
線
の
「
政
策
」
だ
と
い
う
原
点
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

7
、公
平
で
効
率
的
な
社
会
の
建
設

　

消
費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
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現
在
、
税
制
の
公
平
性
は
、
ま
す
ま
す
重

要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
無
駄
の
な
い

効
果
的
な
社
会
保
障
制
度
は
、
適
正
な
所

得
の
把
握
を
前
提
と
し
て
形
成
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
最
も
有
効
な
ツ
ー
ル
が
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
加
え
て
、
デ
ジ
タ

ル
ガ
バ
メ
ン
ト
構
築
の
た
め
に
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

活
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
税
や
社
会
保
障
の
公
平
性
を
高

め
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
の
に
対
し
、

カ
ー
ド
と
ポ
ー
タ
ル
は
新
た
な
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
基
盤
と
な
る
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の

社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
利
便
性
の
高
い
国
や

自
治
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
だ
け
で

な
く
、
新
た
な
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
も

生
じ
さ
せ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
人
口
減
少
と

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
わ
が
国
が
、
今
後

と
も
経
済
社
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の「
重
要
な
社
会
基
盤（
イ
ン
フ
ラ
）」

で
、
こ
れ
を
ど
う
使
い
こ
な
す
か
が
、
わ

が
国
の
未
来
を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　

参
考
：
森
信
茂
樹
編
著
「
未
来
を
拓
く

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」（
中
央
経
済
社
、

2
0
1
5
）


